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改版履歴 

版数 改版日 改版内容 

初版 2010/2/1 初版作成 

第二版 2014/9/1 レイアウトを刷新したため各帳票を差し替え

データフォーマットの更新 

すべての[全医療機関]の記載を[集計対象医療機関]に変更 

すべての[感染症種別]の記載を[感染症別]に変更 

すべての[起炎菌]の記載を[原因菌]に変更 

表 5 全体の表を出力しないことになったので修正 

各帳票に全体集計日と自施設集計日の追加 

表 5 カテーテル関連血流感染症の[培養検査なし]、[菌分離なし]は表示しないよう

変更 

表 5 カテーテル関連血流感染症の[菌分離なし]は割合に含めないよう変更 

帳票書式の追加 

2020/4/9 4.6 還元表 4 集計方法に脚注を追加 

2025/11/28

1.データフォーマット　No.34　肺炎１/菌１：薬剤名1　の仕様欄を修正

1.データフォーマット　参照先データフォーマットバージョンおよびリンクを修正
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1. データフォーマット

JANIS サイトに公開されている下記のデータフォーマット(Ver.2.1)を参照 

https://janis.mhlw.go.jp/section/format/dataformat_icu_ver2.1_20251121.xls 

[ 注意事項 ] 

「必須」項目欄に[○]が設定されている項目は必ず値を設定して下さい。 

№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

（ＩＣＵ患者基本データ） 

1 バージョン情報 4 

バージョン No(2007 年 7 月以降で次期バージョンア

ップまでは“V220”) ○ 

2 報告時キー 30 

ID+ICU 入室日+ICU 入室時間+nnn  (nnn は当該

データ削除後の新規作成などによる枝番) ○ 

3 削除フラグ 1 1：削除 

4 調査対象 1 

3：ICU部門 （1：検査部門 2：全入院患者 4：NICU

部門 5：SSI 部門） 

5 医療機関 5 医療機関コード（半角数字） ○ 

6 ＩＤ 15 

１５文字以内（＠、カンマ（,）は使用できない）、大文

字小文字の区別はしない ○ 

7 性別 1 M：男 F：女 

8 生年月日 8 yyyymmdd 

9 入院日 8 yyyymmdd 

10 ＩＣＵ入室日 8 yyyymmdd ○ 

11 ＩＣＵ入室時間 4 hhmm ○ 

12 年齢 3 ３桁（整数値） 

ＩＣＵ入室時データ 

13 ＩＣＵ入室経路 1 

1：一般病棟 2：手術室 3：救急外来 4：他院転院 

5：検査室等 

14 診療科 3 JANIS 診療科コード 

15 病棟 20 自由入力 

16 手術有無 1 1：有り 2：無し 

17 手術種類 1 1：緊急 2：予定 

18 手術部位 3 JANIS 治療部位コード 

19 手術汚染度 1 1：清潔 2：準清潔 3：不潔 4：汚染/感染 

20 処置名 5 ICD-9-CM 

21 主傷病名 5 ICD-10 

22 入院時主病名 5 ICD-10 

23 入室時主病名 5 ICD-10 

http://www.nih-janis.jp/section/format/dataformat_icu_ver1.3_20140829.xls
https://janis.mhlw.go.jp/section/format/dataformat_icu_ver2.1_20251121.xls
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

ＡＰＡＣＨＥデータ 

24 APACHE SCORE 2 APACHEⅡスコア 

25 予想死亡率 4 □□．□（％）の形式での実数値

肺炎感染症データ 

26 肺炎有無 1 

1：肺炎有り 2：肺炎無し （１．に該当する場合は

No.27～No.398 の項目は必須項目となります） ○ 

27 肺炎１：該当/非該当 1 1：該当 2：非該当 

28 肺炎１：診断日 8 yyyymmdd 

29 肺炎１：培養検査有無 1 1：有り 2：無し 

30 肺炎１：菌分離有無 1 1：有り 2：無し 

31 肺炎１/菌１：原因菌 4 JANIS 菌名コード 

32 肺炎１/菌１：検体番号 10 予備（主に検体入力） 

33 肺炎１/菌１：感受性試験有無 1 1：有り 2：無し 

34 肺炎１/菌１：薬剤名 1 5 

薬剤名：略称（未使用・以下"薬剤名：略称"につい

て同様）

35 肺炎１/菌１：薬剤名 2 5 薬剤名：略称 

36 肺炎１/菌１：薬剤名 3 5 薬剤名：略称 

37 肺炎１/菌１：薬剤名 4 5 薬剤名：略称 

38 肺炎１/菌１：薬剤名 5 5 薬剤名：略称 

39 肺炎１/菌１：薬剤名 6 5 薬剤名：略称 

40 肺炎１/菌１：薬剤名 7 5 薬剤名：略称 

41 肺炎１/菌１：薬剤名 8 5 薬剤名：略称 

42 肺炎１/菌１：薬剤名 9 5 薬剤名：略称 

43 肺炎１/菌１：薬剤名 10 5 薬剤名：略称 

44 肺炎１/菌１：薬剤名 11 5 薬剤名：略称 

45 肺炎１/菌１：薬剤名 12 5 薬剤名：略称 

46 肺炎１/菌１：薬剤名 13 5 薬剤名：略称 

47 肺炎１/菌１：薬剤名 14 5 薬剤名：略称 

48 肺炎１/菌１：薬剤名 15 5 薬剤名：略称 

49 肺炎１/菌１：薬剤名 16 5 薬剤名：略称 

50 肺炎１/菌１：薬剤名 17 5 薬剤名：略称 

51 肺炎１/菌１：薬剤名 18 5 薬剤名：略称 

52 肺炎１/菌１：検査データ 1 1 SIR 判定値：S、I、R 

53 肺炎１/菌１：検査データ 2 1 SIR 判定値：S、I、R 

54 肺炎１/菌１：検査データ 3 1 SIR 判定値：S、I、R 

55 肺炎１/菌１：検査データ 4 1 SIR 判定値：S、I、R 
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－ 10 － 

№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

56 肺炎１/菌１：検査データ 5 1 SIR 判定値：S、I、R 

 57 肺炎１/菌１：検査データ 6 1 SIR 判定値：S、I、R 

 58 肺炎１/菌１：検査データ 7 1 SIR 判定値：S、I、R 

 59 肺炎１/菌１：検査データ 8 1 SIR 判定値：S、I、R 

 60 肺炎１/菌１：検査データ 9 1 SIR 判定値：S、I、R 

 61 肺炎１/菌１：検査データ 10 1 SIR 判定値：S、I、R 

 62 肺炎１/菌１：検査データ 11 1 SIR 判定値：S、I、R 

 63 肺炎１/菌１：検査データ 12 1 SIR 判定値：S、I、R 

 64 肺炎１/菌１：検査データ 13 1 SIR 判定値：S、I、R 

 65 肺炎１/菌１：検査データ 14 1 SIR 判定値：S、I、R 

 66 肺炎１/菌１：検査データ 15 1 SIR 判定値：S、I、R 

 67 肺炎１/菌１：検査データ 16 1 SIR 判定値：S、I、R 

 68 肺炎１/菌１：検査データ 17 1 SIR 判定値：S、I、R 

 69 肺炎１/菌１：検査データ 18 1 SIR 判定値：S、I、R 

 70 肺炎１/菌１：耐性判断 1 1：有り 2：無し 3：不明 

 71 肺炎１/菌２ 124 菌１と同様の内容 

 111 肺炎１/菌３ 124 菌１と同様の内容 

 151 肺炎２ 383 肺炎１と同様の内容 

 275 肺炎３ 383 肺炎１と同様の内容 

   尿路感染症データ     

 

399 尿路感染有無 1 

1：尿路感染有り 2：尿路感染無し （１．に該当する

場合はNo.400～No.771の項目は必須項目となりま

す） ○ 

400 尿路１：該当/非該当 1 1：該当 2：非該当 

 401 尿路１：診断日 8 yyyymmdd 

 402 尿路１：培養検査有無 1 1：有り 2：無し 

 403 尿路１：菌分離有無 1 1：有り 2：無し 

 404 尿路１/菌１：原因菌 4 JANIS 菌名コード 

 405 尿路１/菌１：検体番号 10 予備（主に検体入力） 

 406 尿路１/菌１：感受性試験有無 1 1：有り 2：無し 

 407 尿路１/菌１：薬剤名 1 5 薬剤名：略称 

 408 尿路１/菌１：薬剤名 2 5 薬剤名：略称 

 409 尿路１/菌１：薬剤名 3 5 薬剤名：略称 

 410 尿路１/菌１：薬剤名 4 5 薬剤名：略称 

 411 尿路１/菌１：薬剤名 5 5 薬剤名：略称 

 412 尿路１/菌１：薬剤名 6 5 薬剤名：略称 
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－ 11 － 

№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

413 尿路１/菌１：薬剤名 7 5 薬剤名：略称 

 414 尿路１/菌１：薬剤名 8 5 薬剤名：略称 

 415 尿路１/菌１：薬剤名 9 5 薬剤名：略称 

 416 尿路１/菌１：薬剤名 10 5 薬剤名：略称 

 417 尿路１/菌１：薬剤名 11 5 薬剤名：略称 

 418 尿路１/菌１：薬剤名 12 5 薬剤名：略称 

 419 尿路１/菌１：薬剤名 13 5 薬剤名：略称 

 420 尿路１/菌１：薬剤名 14 5 薬剤名：略称 

 421 尿路１/菌１：薬剤名 15 5 薬剤名：略称 

 422 尿路１/菌１：薬剤名 16 5 薬剤名：略称 

 423 尿路１/菌１：薬剤名 17 5 薬剤名：略称 

 424 尿路１/菌１：薬剤名 18 5 薬剤名：略称 

 425 尿路１/菌１：検査データ 1 1 SIR 判定値：S、I、R 

 426 尿路１/菌１：検査データ 2 1 SIR 判定値：S、I、R 

 427 尿路１/菌１：検査データ 3 1 SIR 判定値：S、I、R 

 428 尿路１/菌１：検査データ 4 1 SIR 判定値：S、I、R 

 429 尿路１/菌１：検査データ 5 1 SIR 判定値：S、I、R 

 430 尿路１/菌１：検査データ 6 1 SIR 判定値：S、I、R 

 431 尿路１/菌１：検査データ 7 1 SIR 判定値：S、I、R 

 432 尿路１/菌１：検査データ 8 1 SIR 判定値：S、I、R 

 433 尿路１/菌１：検査データ 9 1 SIR 判定値：S、I、R 

 434 尿路１/菌１：検査データ 10 1 SIR 判定値：S、I、R 

 435 尿路１/菌１：検査データ 11 1 SIR 判定値：S、I、R 

 436 尿路１/菌１：検査データ 12 1 SIR 判定値：S、I、R 

 437 尿路１/菌１：検査データ 13 1 SIR 判定値：S、I、R 

 438 尿路１/菌１：検査データ 14 1 SIR 判定値：S、I、R 

 439 尿路１/菌１：検査データ 15 1 SIR 判定値：S、I、R 

 440 尿路１/菌１：検査データ 16 1 SIR 判定値：S、I、R 

 441 尿路１/菌１：検査データ 17 1 SIR 判定値：S、I、R 

 442 尿路１/菌１：検査データ 18 1 SIR 判定値：S、I、R 

 443 尿路１/菌１：耐性判断 1 1：有り 2：無し 3：不明 

 444 尿路１/菌２ 124 菌１と同様の内容 

 484 尿路１/菌３ 124 菌１と同様の内容 

 524 尿路２ 383 尿路１と同様の内容 

 648 尿路３ 383 尿路１と同様の内容 

   カテーテル血流感染症データ     
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－ 12 － 

№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

772 カテ血流感染有無 1 

１：カテ血流感染有り ２：カテ血流感染無し （１．に

該当する場合はNo.773～No.1144の項目は必須項

目となります） ○ 

773 血流１：該当/非該当 1 １：該当 ２：非該当 

 774 血流１：診断日 8 yyyymmdd 

 775 血流１：培養検査有無 1 １：有り ２：無し 

 776 血流１：菌分離有無 1 １：有り ２：無し 

 777 血流１/菌１：原因菌 4 JANIS 菌名コード 

 778 血流１/菌１：検体番号 10 予備（主に検体入力） 

 779 血流１/菌１：感受性試験有無 1 １：有り ２：無し 

 780 血流１/菌１：薬剤名 1 5 薬剤名：略称 

 781 血流１/菌１：薬剤名 2 5 薬剤名：略称 

 782 血流１/菌１：薬剤名 3 5 薬剤名：略称 

 783 血流１/菌１：薬剤名 4 5 薬剤名：略称 

 784 血流１/菌１：薬剤名 5 5 薬剤名：略称 

 785 血流１/菌１：薬剤名 6 5 薬剤名：略称 

 786 血流１/菌１：薬剤名 7 5 薬剤名：略称 

 787 血流１/菌１：薬剤名 8 5 薬剤名：略称 

 788 血流１/菌１：薬剤名 9 5 薬剤名：略称 

 789 血流１/菌１：薬剤名 10 5 薬剤名：略称 

 790 血流１/菌１：薬剤名 11 5 薬剤名：略称 

 791 血流１/菌１：薬剤名 12 5 薬剤名：略称 

 792 血流１/菌１：薬剤名 13 5 薬剤名：略称 

 793 血流１/菌１：薬剤名 14 5 薬剤名：略称 

 794 血流１/菌１：薬剤名 15 5 薬剤名：略称 

 795 血流１/菌１：薬剤名 16 5 薬剤名：略称 

 796 血流１/菌１：薬剤名 17 5 薬剤名：略称 

 797 血流１/菌１：薬剤名 18 5 薬剤名：略称 

 798 血流１/菌１：検査データ 1 1 SIR 判定値：S、I、R 

 799 血流１/菌１：検査データ 2 1 SIR 判定値：S、I、R 

 800 血流１/菌１：検査データ 3 1 SIR 判定値：S、I、R 

 801 血流１/菌１：検査データ 4 1 SIR 判定値：S、I、R 

 802 血流１/菌１：検査データ 5 1 SIR 判定値：S、I、R 

 803 血流１/菌１：検査データ 6 1 SIR 判定値：S、I、R 

 804 血流１/菌１：検査データ 7 1 SIR 判定値：S、I、R 

 805 血流１/菌１：検査データ 8 1 SIR 判定値：S、I、R 
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

806 血流１/菌１：検査データ 9 1 SIR 判定値：S、I、R 

 807 血流１/菌１：検査データ 10 1 SIR 判定値：S、I、R 

 808 血流１/菌１：検査データ 11 1 SIR 判定値：S、I、R 

 809 血流１/菌１：検査データ 12 1 SIR 判定値：S、I、R 

 810 血流１/菌１：検査データ 13 1 SIR 判定値：S、I、R 

 811 血流１/菌１：検査データ 14 1 SIR 判定値：S、I、R 

 812 血流１/菌１：検査データ 15 1 SIR 判定値：S、I、R 

 813 血流１/菌１：検査データ 16 1 SIR 判定値：S、I、R 

 814 血流１/菌１：検査データ 17 1 SIR 判定値：S、I、R 

 815 血流１/菌１：検査データ 18 1 SIR 判定値：S、I、R 

 816 血流１/菌１：耐性判断 1 1：有り 2：無し 3：不明 

 817 血流１/菌２ 124 菌１と同様の内容 

 857 血流１/菌３ 124 菌１と同様の内容 

 897 血流２ 383 血流１と同様の内容 

 1021 血流３ 383 血流１と同様の内容 

   敗血症データ     

 1145 敗血症感染有無 1 1：敗血症感染有り 2：敗血症感染無し 

 1146 敗血症１：該当/非該当 1 1：該当 2：非該当 

 1147 敗血症１：診断日 8 yyyymmdd 

 1148 敗血症１：培養検査有無 1 1：有り 2：無し 

 1149 敗血症１：菌分離有無 1 1：有り 2：無し 

 1150 敗血症１/菌１：原因菌 4 JANIS 菌名コード 

 1151 敗血症１/菌１：検体番号 10 予備（主に検体入力） 

 1152 敗血症１/菌１：感受性試験有無 1 1：有り 2：無し 

 1153 敗血症１/菌１：薬剤名 1 5 薬剤名：略称 

 1154 敗血症１/菌１：薬剤名 2 5 薬剤名：略称 

 1155 敗血症１/菌１：薬剤名 3 5 薬剤名：略称 

 1156 敗血症１/菌１：薬剤名 4 5 薬剤名：略称 

 1157 敗血症１/菌１：薬剤名 5 5 薬剤名：略称 

 1158 敗血症１/菌１：薬剤名 6 5 薬剤名：略称 

 1159 敗血症１/菌１：薬剤名 7 5 薬剤名：略称 

 1160 敗血症１/菌１：薬剤名 8 5 薬剤名：略称 

 1161 敗血症１/菌１：薬剤名 9 5 薬剤名：略称 

 1162 敗血症１/菌１：薬剤名 10 5 薬剤名：略称 

 1163 敗血症１/菌１：薬剤名 11 5 薬剤名：略称 

 1164 敗血症１/菌１：薬剤名 12 5 薬剤名：略称 
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

1165 敗血症１/菌１：薬剤名 13 5 薬剤名：略称 

 1166 敗血症１/菌１：薬剤名 14 5 薬剤名：略称 

 1167 敗血症１/菌１：薬剤名 15 5 薬剤名：略称 

 1168 敗血症１/菌１：薬剤名 16 5 薬剤名：略称 

 1169 敗血症１/菌１：薬剤名 17 5 薬剤名：略称 

 1170 敗血症１/菌１：薬剤名 18 5 薬剤名：略称 

 1171 敗血症１/菌１：検査データ 1 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1172 敗血症１/菌１：検査データ 2 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1173 敗血症１/菌１：検査データ 3 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1174 敗血症１/菌１：検査データ 4 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1175 敗血症１/菌１：検査データ 5 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1176 敗血症１/菌１：検査データ 6 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1177 敗血症１/菌１：検査データ 7 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1178 敗血症１/菌１：検査データ 8 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1179 敗血症１/菌１：検査データ 9 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1180 敗血症１/菌１：検査データ 10 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1181 敗血症１/菌１：検査データ 11 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1182 敗血症１/菌１：検査データ 12 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1183 敗血症１/菌１：検査データ 13 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1184 敗血症１/菌１：検査データ 14 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1185 敗血症１/菌１：検査データ 15 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1186 敗血症１/菌１：検査データ 16 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1187 敗血症１/菌１：検査データ 17 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1188 敗血症１/菌１：検査データ 18 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1189 敗血症１/菌１：耐性判断 1 1：有り 2：無し 3：不明 

 1190 敗血症１/菌２ 124 菌１と同様の内容 

 1230 敗血症１/菌３ 124 菌１と同様の内容 

 1270 敗血症２ 383 敗血症１と同様の内容 

 1394 敗血症３ 383 敗血症１と同様の内容 

   創感染症データ     

 1518 創感染有無 1 1：創感染有り 2：創感染無し 

 1519 創感染１：感染部位 4 JANIS 感染部位コード 

 1520 創感染１：該当/非該当 1 1：該当 2：非該当 

 1521 創感染１：診断日 8 yyyymmdd 

 1522 創感染１：培養検査有無 1 1：有り 2：無し 

 1523 創感染１：菌分離有無 1 1：有り 2：無し 
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－ 15 － 

№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

1524 創感染１/菌１：原因菌 4 JANIS 菌名コード 

 1525 創感染１/菌１：検体番号 10 予備（主に検体入力） 

 1526 創感染１/菌１：感受性試験有無 1 1：有り 2：無し 

 1527 創感染１/菌１：薬剤名 1 5 薬剤名：略称 

 1528 創感染１/菌１：薬剤名 2 5 薬剤名：略称 

 1529 創感染１/菌１：薬剤名 3 5 薬剤名：略称 

 1530 創感染１/菌１：薬剤名 4 5 薬剤名：略称 

 1531 創感染１/菌１：薬剤名 5 5 薬剤名：略称 

 1532 創感染１/菌１：薬剤名 6 5 薬剤名：略称 

 1533 創感染１/菌１：薬剤名 7 5 薬剤名：略称 

 1534 創感染１/菌１：薬剤名 8 5 薬剤名：略称 

 1535 創感染１/菌１：薬剤名 9 5 薬剤名：略称 

 1536 創感染１/菌１：薬剤名 10 5 薬剤名：略称 

 1537 創感染１/菌１：薬剤名 11 5 薬剤名：略称 

 1538 創感染１/菌１：薬剤名 12 5 薬剤名：略称 

 1539 創感染１/菌１：薬剤名 13 5 薬剤名：略称 

 1540 創感染１/菌１：薬剤名 14 5 薬剤名：略称 

 1541 創感染１/菌１：薬剤名 15 5 薬剤名：略称 

 1542 創感染１/菌１：薬剤名 16 5 薬剤名：略称 

 1543 創感染１/菌１：薬剤名 17 5 薬剤名：略称 

 1544 創感染１/菌１：薬剤名 18 5 薬剤名：略称 

 1545 創感染１/菌１：検査データ 1 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1546 創感染１/菌１：検査データ 2 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1547 創感染１/菌１：検査データ 3 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1548 創感染１/菌１：検査データ 4 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1549 創感染１/菌１：検査データ 5 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1550 創感染１/菌１：検査データ 6 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1551 創感染１/菌１：検査データ 7 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1552 創感染１/菌１：検査データ 8 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1553 創感染１/菌１：検査データ 9 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1554 創感染１/菌１：検査データ 10 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1555 創感染１/菌１：検査データ 11 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1556 創感染１/菌１：検査データ 12 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1557 創感染１/菌１：検査データ 13 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1558 創感染１/菌１：検査データ 14 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1559 創感染１/菌１：検査データ 15 1 SIR 判定値：S、I、R 
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

1560 創感染１/菌１：検査データ 16 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1561 創感染１/菌１：検査データ 17 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1562 創感染１/菌１：検査データ 18 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1563 創感染１/菌１：耐性判断 1 1：有り 2：無し 3：不明 

 1564 創感染１/菌２ 124 菌１と同様の内容 

 1604 創感染１/菌３ 124 菌１と同様の内容 

 1644 創感染２ 387 創感染１と同様の内容 

 1769 創感染３ 387 創感染１と同様の内容 

   その他感染症データ     

 1894 その他の感染有無 1 1：その他の感染有り 2：その他の感染無し 

 1895 その他１：診断名 5 ICD-10 

 1896 その他１：該当/非該当 1 1：該当 2：非該当 

 1897 その他１：診断日 8 yyyymmdd 

 1898 その他１：培養検査有無 1 1：有り 2：無し 

 1899 その他１：菌分離有無 1 1：有り 2：無し 

 1900 その他１/菌１：原因菌 4 JANIS 菌名コード 

 1901 その他１/菌１：検体番号 10 予備（主に検体入力） 

 1902 その他１/菌１：感受性試験有無 1 1：有り 2：無し 

 1903 その他１/菌１：薬剤名 1 5 薬剤名：略称 

 1904 その他１/菌１：薬剤名 2 5 薬剤名：略称 

 1905 その他１/菌１：薬剤名 3 5 薬剤名：略称 

 1906 その他１/菌１：薬剤名 4 5 薬剤名：略称 

 1907 その他１/菌１：薬剤名 5 5 薬剤名：略称 

 1908 その他１/菌１：薬剤名 6 5 薬剤名：略称 

 1909 その他１/菌１：薬剤名 7 5 薬剤名：略称 

 1910 その他１/菌１：薬剤名 8 5 薬剤名：略称 

 1911 その他１/菌１：薬剤名 9 5 薬剤名：略称 

 1912 その他１/菌１：薬剤名 10 5 薬剤名：略称 

 1913 その他１/菌１：薬剤名 11 5 薬剤名：略称 

 1914 その他１/菌１：薬剤名 12 5 薬剤名：略称 

 1915 その他１/菌１：薬剤名 13 5 薬剤名：略称 

 1916 その他１/菌１：薬剤名 14 5 薬剤名：略称 

 1917 その他１/菌１：薬剤名 15 5 薬剤名：略称 

 1918 その他１/菌１：薬剤名 16 5 薬剤名：略称 

 1919 その他１/菌１：薬剤名 17 5 薬剤名：略称 

 1920 その他１/菌１：薬剤名 18 5 薬剤名：略称 
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

1921 その他１/菌１：検査データ 1 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1922 その他１/菌１：検査データ 2 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1923 その他１/菌１：検査データ 3 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1924 その他１/菌１：検査データ 4 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1925 その他１/菌１：検査データ 5 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1926 その他１/菌１：検査データ 6 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1927 その他１/菌１：検査データ 7 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1928 その他１/菌１：検査データ 8 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1929 その他１/菌１：検査データ 9 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1930 その他１/菌１：検査データ 10 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1931 その他１/菌１：検査データ 11 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1932 その他１/菌１：検査データ 12 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1933 その他１/菌１：検査データ 13 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1934 その他１/菌１：検査データ 14 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1935 その他１/菌１：検査データ 15 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1936 その他１/菌１：検査データ 16 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1937 その他１/菌１：検査データ 17 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1938 その他１/菌１：検査データ 18 1 SIR 判定値：S、I、R 

 1939 その他１/菌１：耐性判断 1 1：有り 2：無し 3：不明 

 1940 その他１/菌２ 124 菌１と同様の内容 

 1980 その他１/菌３ 124 菌１と同様の内容 

 2020 その他２ 388 その他１と同様の内容 

 2145 その他３ 388 その他１と同様の内容 

   ＩＣＵ退室時データ     

 2270 ＩＣＵ退室日 8 yyyymmdd ○ 

2271 退室時間 4 hhmm 

 2272 ＩＣＵ退室時転帰 1 1：生存 2：死亡 

 

2273 ＩＣＵ転出先 1 

1：一般病棟 2：HCU 3：他病院 4：他 ICU 5：自宅 

6：手術室 

   デバィスデータ     

 2274 人工呼吸 延べ装着日数 3 □□□日（整数値） 

 2275 人工呼吸装着開始日１ 8 yyyymmdd 

 2276 人工呼吸装着終了日１ 8 yyyymmdd 

 2277 人工呼吸装着開始日２ 8 yyyymmdd 

 2278 人工呼吸装着終了日２ 8 yyyymmdd 

 2279 人工呼吸装着開始日３ 8 yyyymmdd 
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

2280 人工呼吸装着終了日３ 8 yyyymmdd 

 2281 人工呼吸装着開始日４ 8 yyyymmdd 

 2282 人工呼吸装着終了日４ 8 yyyymmdd 

 2283 人工呼吸装着開始日５ 8 yyyymmdd 

 2284 人工呼吸装着終了日５ 8 yyyymmdd 

 2285 人工呼吸装着開始日６ 8 yyyymmdd 

 2286 人工呼吸装着終了日６ 8 yyyymmdd 

 2287 人工呼吸装着開始日７ 8 yyyymmdd 

 2288 人工呼吸装着終了日７ 8 yyyymmdd 

 2289 人工呼吸装着開始日８ 8 yyyymmdd 

 2290 人工呼吸装着終了日８ 8 yyyymmdd 

 2291 人工呼吸装着開始日９ 8 yyyymmdd 

 2292 人工呼吸装着終了日９ 8 yyyymmdd 

 2293 人工呼吸装着開始日１０ 8 yyyymmdd 

 2294 人工呼吸装着終了日１０ 8 yyyymmdd 

 2295 尿道カテーテル 延べ装着日数 3 □□□日（整数値） 

 2296 尿道カテーテル装着開始日１ 8 yyyymmdd 

 2297 尿道カテーテル装着終了日１ 8 yyyymmdd 

 2298 尿道カテーテル装着開始日２ 8 yyyymmdd 

 2299 尿道カテーテル装着終了日２ 8 yyyymmdd 

 2300 尿道カテーテル装着開始日３ 8 yyyymmdd 

 2301 尿道カテーテル装着終了日３ 8 yyyymmdd 

 2302 尿道カテーテル装着開始日４ 8 yyyymmdd 

 2303 尿道カテーテル装着終了日４ 8 yyyymmdd 

 2304 尿道カテーテル装着開始日５ 8 yyyymmdd 

 2305 尿道カテーテル装着終了日５ 8 yyyymmdd 

 2306 尿道カテーテル装着開始日６ 8 yyyymmdd 

 2307 尿道カテーテル装着終了日６ 8 yyyymmdd 

 2308 尿道カテーテル装着開始日７ 8 yyyymmdd 

 2309 尿道カテーテル装着終了日７ 8 yyyymmdd 

 2310 尿道カテーテル装着開始日８ 8 yyyymmdd 

 2311 尿道カテーテル装着終了日８ 8 yyyymmdd 

 2312 尿道カテーテル装着開始日９ 8 yyyymmdd 

 2313 尿道カテーテル装着終了日９ 8 yyyymmdd 

 2314 尿道カテーテル装着開始日１０ 8 yyyymmdd 

 2315 尿道カテーテル装着終了日１０ 8 yyyymmdd 
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№ 項目名 長さ 仕様 

必須

項目 

2316 中心静脈カテーテル 延べ装着日数 3 □□□日（整数値） 

 2317 中心静脈カテーテル装着開始日１ 8 yyyymmdd 

 2318 中心静脈カテーテル装着終了日１ 8 yyyymmdd 

 2319 中心静脈カテーテル装着開始日２ 8 yyyymmdd 

 2320 中心静脈カテーテル装着終了日２ 8 yyyymmdd 

 2321 中心静脈カテーテル装着開始日３ 8 yyyymmdd 

 2322 中心静脈カテーテル装着終了日３ 8 yyyymmdd 

 2323 中心静脈カテーテル装着開始日４ 8 yyyymmdd 

 2324 中心静脈カテーテル装着終了日４ 8 yyyymmdd 

 2325 中心静脈カテーテル装着開始日５ 8 yyyymmdd 

 2326 中心静脈カテーテル装着終了日５ 8 yyyymmdd 

 2327 中心静脈カテーテル装着開始日６ 8 yyyymmdd 

 2328 中心静脈カテーテル装着終了日６ 8 yyyymmdd 

 2329 中心静脈カテーテル装着開始日７ 8 yyyymmdd 

 2330 中心静脈カテーテル装着終了日７ 8 yyyymmdd 

 2331 中心静脈カテーテル装着開始日８ 8 yyyymmdd 

 2332 中心静脈カテーテル装着終了日８ 8 yyyymmdd 

 2333 中心静脈カテーテル装着開始日９ 8 yyyymmdd 

 2334 中心静脈カテーテル装着終了日９ 8 yyyymmdd 

 2335 中心静脈カテーテル装着開始日１０ 8 yyyymmdd 

 2336 中心静脈カテーテル装着終了日１０ 8 yyyymmdd 

   診療点数データ     

 2337 在室中診療点数 6 点数：（整数値） 

 2338 入院中診療点数 6 点数：（整数値） 

   退院時サマリデータ     

 2339 退院日 8 yyyymmdd 

 2340 転帰 1 1：治癒／正常化 2：軽快 3：不変 4：悪化 5：死亡 

 2341 直接死因 5 ICD-10 

 2342 退院時最終診断名 5 ICD-10 

 2343 医療資源を最も投入した傷病名 5 ICD-10 
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2. 共通仕様 

2.1. 仕様書内の表現規則 

2.1.1. 項目 

データフォーマットの項目名や計算項目を参照する場合は【】で囲って記載する。（【】内の番号は、

項番を表す） 

例) 1.データフォーマットの【10.ＩＣＵ入室日】 

また、薬剤名などデータフォーマット上で同じ種類の項目が複数ある場合、一番上位の項目 No を使用

して、[--(*)]という形式で記載する。 

例) 1.データフォーマットの【27(*).肺炎:該当/非該当】 

2.1.2. 結果 

データフォーマットなどの項目への設定値を表す場合は「」で囲む 

例) 1.データフォーマットの【10. ＩＣＵ入室日】が「20080101」であるもの 
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2.2. 共通条件 

2.2.1. データ提出日 

対象年の上半期、下半期のデータを報告した日の内、最新の日付 

2.2.2. 還元情報作成日 

還元情報が作成された日付 

2.2.3. エラー件数 

データフォーマット仕様と一致しない不正な値がある場合に、エラー件数としてカウントアップされま

す。エラー件数にカウントされたデータは、還元情報作成時の対象から外れます。対象年の上半期、下

半期の合計を求めます。 

2.2.4. 注意件数 

データフォーマット仕様と一致しない不正な値がある場合に、注意件数としてカウントアップされます。 

エラー件数との違いは、必須項目以外の項目での不正値であり、集計データに影響を及ぼさないものを

対象とします。このため注意件数にカウントされても、還元情報作成時の対象データに含まれます。対

象年の上半期、下半期の合計を求めます。 

2.2.5. 全体集計日 

集計対象医療機関のデータが集計された日付 

2.2.6. 自施設集計日 

【2.2.19 各医療機関】のデータ集計を行った日付 

2.2.7. 人工呼吸器関連肺炎 

1.データフォーマットの【27(*).肺炎:該当/非該当】に「1」が設定され、人工呼吸器関連肺炎の【2.2.13 

ICU 入室日から感染症診断までの経過日数】が 3日以上のデータを対象とする。 

2.2.8. 尿路感染症 

1.データフォーマットの【400(*).尿路:該当/非該当】に「1」が設定され、尿路感染症の【2.2.13 ICU

入室日から感染症診断までの経過日数】が 3日以上のデータを対象とする。 

2.2.9. カテーテル関連血流感染症 

1.データフォーマットの【773(*).血流:該当/非該当】に「1」が設定され、カテーテル関連血流感染症

の【2.2.13 ICU 入室日から感染症診断までの経過日数】が 3日以上のデータを対象とする。 

2.2.10. ICU 入室日 

1.データフォーマットの【10.ＩＣＵ入室日】の設定値 

2.2.11. ICU 退室日 

1.データフォーマットの【2270.ＩＣＵ退室日】の設定値 
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2.2.12. ICU 入室日数 

ICU 入室日から ICU 退室日までの経過日数を表す。ICU 入室時間、退室時間も考慮する。退室時間の設

定が無い場合は 0:00 として経過日数を算出する。 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」で【2.2.11 ICU 退室日】が「20080104」の場合 ICU 入室日

数は 3日 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」で【2.2.11 ICU 退室日】が「20080101」の場合 ICU 入室日

数は 0日 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」で【2.2.11 ICU 退室日】が「20080102」の場合 ICU 入室日

数は 1日 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」、【11.ＩＣＵ入室時間】が「0400」(4:00)で【2.2.11 ICU 退

室日】が「20080102」、【2271. 退室時間】が不正や未設定の場合は 0:00 とされるため、ICU 入室日

数は 0日 

2.2.13. ICU 入室日から感染症診断までの経過日数 

ICU 入室日から診断日までの経過日数を表す 

人工呼吸器関連肺炎 ：【2.2.10 ICU 入室日】から 1.データフォーマットの【28(*).肺炎：診

断日】までの経過日数 

尿路感染症 ：【2.2.10 ICU 入室日】から 1.データフォーマットの【401(*).尿路：

診断日】までの経過日数 

カテーテル関連血流感染症 ：【2.2.10 ICU 入室日】から 1.データフォーマットの【774(*).血流：

診断日】までの経過日数 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」で 1.データフォーマットの【28.肺炎１：診断日】が「20080104」

の場合、人工呼吸器関連肺炎の ICU 入室日から感染症診断までの経過日数は 3日 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」で 1.データフォーマットの【28.肺炎１：診断日】が「20080101」

の場合、人工呼吸器関連肺炎の ICU 入室日から感染症診断までの経過日数は 0日 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」で 1.データフォーマットの【28.肺炎１：診断日】が「20080102」

の場合、人工呼吸器関連肺炎の ICU 入室日から感染症診断までの経過日数は 1日 

2.2.14. 対象期間 

対象となる年の 1月～12 月のデータを対象とする。 

対象期間の基準日には、【2.2.11 ICU 退室日】を使用する。 

例) 対象期間が 2008 年の場合、【2.2.11 ICU 退室日】が「20080101」～「20081231」の範囲で設定さ

れているデータを対象とする 

2.2.15. 解析対象患者 

【2.2.12 ICU 入室日数】が 3日以上の患者を対象とする。 

例) 【2.2.10 ICU 入室日】が「20080101」の場合は【2.2.11 ICU 退室日】が「20080104」以降の患者

を対象とする 

2.2.16. 医療機関 

医療機関は、1.データフォーマットの【5.医療機関】によって分別される。 
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2.2.17. 年報作成の対象医療機関 

データを提出した医療機関を対象とする。 

2.2.18. 集計対象医療機関 

データを提出した全ての医療機関を指す。 

ただし、異常と判断されたデータを提出した医療機関は除外とする。（全体値の集計対象から除外され

るが、年報は他医療機関と同様に作成される） 

2.2.19. 各医療機関 

【2.2.18 集計対象医療機関】の対象となっている医療機関で、個々のデータを算出する際に使用する

単位。 

2.2.20. 自施設集計値 

各帳票の各値は「全体」「集計対象医療機関」等の記載がない限り、自施設の集計値が表示される。 

自施設とは、1.データフォーマットの【5.医療機関】に、自施設のコードが設定されているものをさす。 

2.2.21. 医療機関名 

医療機関名は、医療機関のコードに対応する医療機関コードマスタ上の医療機関名をさす。 

2.2.22. 感染症別 

感染症別は、集計対象の人工呼吸器関連肺炎、尿路感染症、カテーテル関連血流感染症の３つを対象と

する。 

2.2.23. 感染症別ごとの各原因菌 

データフォーマット上、【2.2.22 感染症別】ごとの【2.2.29 菌】により原因菌を分類する。 

人工呼吸器関連肺炎  ：1.データフォーマットの【31(*).肺炎/菌:原因菌】参照 

尿路感染症   ：1.データフォーマットの【404(*).尿路/菌:原因菌】参照 

カテーテル関連血流感染症 ：1.データフォーマットの【777(*).血流/菌:原因菌】参照 

例) 肺炎感染症の場合、1.データフォーマットの【31.肺炎１/菌１：原因菌】、【71.肺炎１/菌２：原因菌】、

【111.肺炎１/菌３：原因菌】、【155.肺炎２/菌１：原因菌】、【195.肺炎２/菌２：原因菌】、【235.肺炎２

/菌３：原因菌】、【279.肺炎３/菌１：原因菌】、【319.肺炎３/菌２：原因菌】、【359.肺炎３/菌３：原因菌】

の値により原因菌を分類する 

2.2.24. 感染症別ごとの菌分離の有無 

データフォーマット上、【2.2.22 感染症別】ごとに菌分離の有無を判別する。 

人工呼吸器関連肺炎  ：1.データフォーマットの【30(*).肺炎:菌分離有無】参照 

尿路感染症   ：1.データフォーマットの【403(*).尿路: 菌分離有無】参照 

カテーテル関連血流感染症 ：1.データフォーマットの【776(*).血流: 菌分離有無】参照 

例) 1.データフォーマットの【30.肺炎１：菌分離有無】の値により菌分離の有無を判別する。 
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2.2.25. 感染症別ごとの培養検査の有無 

データフォーマット上、【2.2.22 感染症別】ごとに培養検査の有無を判別する。 

人工呼吸器関連肺炎  ：1.データフォーマットの【29(*).肺炎:培養検査有無】参照 

尿路感染症   ：1.データフォーマットの【402(*).尿路:培養検査有無】参照 

カテーテル関連血流感染症 ：1.データフォーマットの【775(*).血流:培養検査有無】参照 

例) 1.データフォーマットの【29.肺炎１：培養検査有無】の値により培養検査の有無を判別する。 

2.2.26. 薬剤判定結果 

原因菌に対する薬剤の判定結果を求める。 

原因菌の【2.2.22 感染症別】によって処理を分ける。 

人工呼吸器関連肺炎 ：1.データフォーマットの【34(*).肺炎/菌：薬剤名】に対応する 1.デ

ータフォーマットの【52(*).肺炎/菌：検査データ】参照 

尿路感染症 ：1.データフォーマットの【407(*).尿路/菌：薬剤名】に対応する 1.デ

ータフォーマットの【425(*).尿路/菌：検査データ】参照 

カテーテル関連血流感染症 ：1.データフォーマットの【780(*).血流/菌：薬剤名】に対応する 1.デ

ータフォーマットの【798(*).血流/菌：検査データ】参照 

例) 人工呼吸器関連肺炎の原因菌の「MPIPC」に対する判定結果を求める場合 

1.データフォーマットの【38.肺炎１/菌１：薬剤名 5】が「MPIPC」なら、1.データフォーマットの【56.

肺炎１/菌１：検査データ 5】をその判定結果とする 

2.2.27. 対象菌 

[MRSA]、[Pseudomonas aeruginosa]を対象菌とする。 

・[MRSA] 

下記のどちらかを満たす場合は[MRSA] とする 

・【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】が「1303」の場合 

・【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】が「1301」かつ【2.2.26 薬剤判定結果】が「R」の場合 

・[Pseudomonas aeruginosa] 

下記のどちらかを満たす場合は[Pseudomonas aeruginosa] とする 

・【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】が「4001」の場合 

・【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】が「4002」の場合 

 

患者数なので例えば同じ患者から肺炎１～３に「4001」、「4002」が複数回報告されたとしても

[Pseudomonas aeruginosa]の分離患者数は 1 となる。 

2.2.28. 数値の表記について 

小数を表記する場合、指定が無い限り小数第ニ位を四捨五入し小数第一位まで表示する。 
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2.2.29. 菌 

最新のバージョン、菌名コード Ver.4.0 を元に集計を行っている。 

(http://www.nih-janis.jp/section/master/infectiousagentcode_ver4.0_20090925.xls) 

最新バージョンの菌名コードを報告している場合、または、下記バージョン(Ver.2.1/3.1)を使用して

いるが、一覧にない菌を報告した場合は菌名コードにより原因菌を分類する 

菌名コードのバージョンアップより削除された菌名コ－ドを報告した場合、別の菌として集計を行う。 

ただし下記の表で集計時の菌が空白となっているものは集計に含まれない。 

菌名コード(Ver.2.1/3.1) 集計時の菌 

報告した 

菌名コード 
菌名 菌名コード 菌名 

1132 Streptococcus pneumoniae (PRSP) 1131 Streptococcus pneumoniae 

1133 Streptococcus pneumoniae (PISP) 1131 Streptococcus pneumoniae 

1134 Streptococcus pneumoniae (PSSP) 1131 Streptococcus pneumoniae 

1850 ※ Moraxella (Branhamella ) sp. 4500 Moraxella sp. 

2054 Citrobacter intermedius     

3552 Brucella melitensis biovar. Melitensis     

4002 

Pseudomonas aeruginosa (多剤耐性：４類感

染症）(菌名コード Ver.2.1) 

Pseudomonas aeruginosa (薬剤耐性：5 類感

染症）(菌名コード Ver.3.1) 

4001 Pseudomonas aeruginosa 

7121 

Trichosporon cutaneum (T.beigelii )(菌名コー

ド Ver.2.1) 

Trichosporon cutaneum (Trichosporon. 

beigelii )(菌名コード Ver.3.1) 

    

9804 Acrobacter     

9828 Comamonas 4600 Comamonas sp. 

9833 Desulfomonas 9834 Desulfovibrio 

9845 Haemobarartnella 8000 Mycoplasma sp. 

9856 Leptotrichia     

9881 Ruminococcus 5042 Ruminococcus sp. 

9888 Stomatococcus 9880 Rothia 

9996 ウイルスによる（疑いもふくむ）     

9997 菌不明 9998 その他の菌種 (同定不能の菌を含む) 

※ただし、菌名コード：1850 は菌名コード Ver.3.1 で報告した場合は報告値どおり菌名コード：1850

として集計される 
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2.3. 提出データ構造 

2.3.1. 重複データ 

下記の項目(キー項目)がすべて一致するものは重複データとみなす。 

重複データがあった場合は、報告ファイル内で先にあったものを優先し、後の方を重複エラーとして取

り込まない。 

キー項目は下記の 4 項目 

・1.データフォーマットの【5.医療機関】 

・1.データフォーマットの【6.ＩＤ】 

・1.データフォーマットの【10.ＩＣＵ入室日】 

・1.データフォーマットの【11.ＩＣＵ入室時間】 

参照）JANIS サイト ICU 患者部門の、重複エラーメッセージの説明 
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3. 共通計算式 

3.1. 共通計算式一覧 

3.1.1. 感染症患者数（月間） 

[ 解説 ] 対象月の感染症患者の数 

 人工呼吸器関連肺炎・尿路感染症・カテーテル関連血流感染症のいずれかで報告された

患者の数 

同一患者・同月の複数感染症発症の場合は 1件として数える 

 例）同一患者から人工呼吸器関連肺炎と尿路感染症が報告されても、感染症患者数とし

ては 1件とカウント 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

[ 算出方法 ] 下記の条件を満たすデータ 

・ 【2.2.14 対象期間】が１ヶ月分のデータ 

・ 【2.2.15 解析対象患者】 

・ 【2.2.7 人工呼吸器関連肺炎】、【2.2.8 尿路感染症】、【2.2.9 カテーテル関連

血流感染症】のいずれかで報告されたデータ（ただし、同一患者・同月の複数感

染症発症の場合は 1 件として数える） 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

3.1.2. 解析対象患者数（月間） 

[ 解説 ] 対象月の解析対象患者の数 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

[ 算出方法 ] 下記の条件を満たすデータ 

・ 【2.2.14 対象期間】が１ヶ月分のデータ 

・ 【2.2.15 解析対象患者】 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

3.1.3. 培養検査施行患者数（月間） 

[ 解説 ] 対象期間（月間）に培養検査を行った患者数 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

[ 算出方法 ] 下記の条件を満たすデータ 

・ 【2.2.14 対象期間】が１ヶ月分のデータ 

・ 【2.2.25 感染症別ごとの培養検査】が培養検査有り 

・ 【2.2.15 解析対象患者】 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

       患者数なので、肺炎、尿路、カテーテルどれか、また例えば肺炎１～３どれかが培養検

査行っていれば 1とする。ただし、別月で再度報告された場合は、カウントする。 

  



集中治療室（ICU）部門 仕様確認書 － 還元情報（年報）－ 

－ 28 － 

3.1.4. 患者・日（月間） 

[ 解説 ] 対象月の解析対象患者の ICU 入室日数 

 例) 入室日 2008/1/1、退室日 2008/1/4 の場合は患者・日は 4日となる 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は全てカウントする 

[ 算出方法 ] 下記の条件を満たすデータ 

・ 【2.2.14 対象期間】が１ヶ月分のデータ 

・ 【2.2.15 解析対象患者】 

 【2.2.12 ICU 入室日数】＋ 1 日 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は全てカウントする 

3.1.5. 人工呼吸器関連肺炎患者数（月間） 

[ 解説 ] 対象月に人工呼吸器関連肺炎で報告された感染症患者数 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

[ 算出方法 ] 【3.1.1 感染症患者数（月間）】のうち【2.2.7 人工呼吸器関連肺炎】で報告されたも

の 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

3.1.6. 尿路感染症患者数（月間） 

[ 解説 ] 対象月に尿路感染症が報告された感染症患者数 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

[ 算出方法 ] 【3.1.1 感染症患者数（月間）】のうち【2.2.8 尿路感染症】で報告されたもの 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

3.1.7. カテーテル関連血流感染症患者数（月間） 

[ 解説 ] 対象月にカテーテル関連血流感染症が報告された感染症患者数 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

[ 算出方法 ] 【3.1.1 感染症患者数（月間）】のうち【2.2.9 カテーテル関連血流感染症】で報告さ

れたもの 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 
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3.1.8. 感染症患者数（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）の感染症患者の合計 

 人工呼吸器関連肺炎・尿路感染症・カテーテル関連血流感染症のいずれかで報告された

患者の数 

 同一患者・同月の複数感染症発症の場合は 1件として数える 

 例) 対象期間が 2008 年上半期であり、以下の感染症を発症した場合を想定する 

 患者 A( 1 月 10 日に入室し 1月 15 日に退室)が、カテーテル関連血流感染症を発症 

 患者 B (1 月 10 日に入室し 1月 15 日に退室)が、人工呼吸器関連肺炎を発症 

 患者 C (1 月 20 日に入室し 1月 25 日に退室)が、尿路感染症を発症 

 患者 A (2 月 10 日に入室し 2月 15 日に退室)が、カテーテル関連血流感染症を発症 

 患者 B (2 月 10 日に入室し 2月 15 日に退室)が、人工呼吸器関連肺炎を発症 

 患者 B (2 月 20 日に入室し 2月 25 日に退室)が、尿路感染症を発症 

 1 月の感染症患者は 3人 

 2 月は患者 Bが 2度感染症を発症しているが 1人として数えるので感染症患者数は 2人 

 よって、対象期間の感染症患者数は 5人となる 

[ 算出方法 ] 対象半期（6 ヶ月分）の【3.1.1 感染症患者数（月間）】の合計 

3.1.9. 解析対象患者数（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）の解析対象患者数の合計 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

 例) 対象期間が 2008 年上半期であり、以下の入退室があった場合を想定する 

 患者 A が 1 月 10 日に入室し 1月 15 日に退室 

 患者 B が 1 月 10 日に入室し 1月 15 日に退室 

 患者 C が 1 月 20 日に入室し 1月 25 日に退室 

 患者 A が 2 月 10 日に入室し 2月 15 日に退室 

 患者 B が 2 月 10 日に入室し 2月 15 日に退室 

 患者 B が 2 月 20 日に入室し 2月 25 日に退室 

 1 月の解析対象患者数は 3人 

 2 月は患者 B が 2度入退室しているが 1人として数えるので解析対象患者数は 2 人 

 よって、対象期間の解析対象患者数は 5人となる 

[ 算出方法 ] 対象半期（6 ヶ月分）の【3.1.2 解析対象患者数（月間）】の合計 

3.1.10. 患者・日（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）の患者・日の合計 

[ 算出方法 ] 対象半期（6 ヶ月分）の【3.1.4 患者・日（月間）】の合計 

3.1.11. 人工呼吸器関連肺炎患者数（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）の人工呼吸器関連肺炎患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象半期（6 ヶ月分）の【3.1.5 人工呼吸器関連肺炎患者数（月間）】の合計 

3.1.12. 尿路感染症患者数（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）の尿路感染症患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象半期（6 ヶ月分）の【3.1.6 尿路感染症患者数（月間）】の合計  
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3.1.13. カテーテル関連血流感染症患者数（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）のカテーテル関連血流感染症患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象半期（6 ヶ月分）の【3.1.7 カテーテル関連血流感染症患者数（月間）】の合計 

3.1.14. 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）に発生した人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.11 人工呼吸器関連肺炎患者数（半期）】 ÷ 【3.1.10 患者・日（半期）】 × 1000 

3.1.15. 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）に発生した尿路感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.12 尿路感染症患者数（半期）】 ÷ 【3.1.10 患者・日（半期）】 × 1000 

3.1.16. カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（半期） 

[ 解説 ] 対象期間（半期）に発生したカテーテル関連血流感染症の 1000 患者・日あたりの発生

割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.13 カテーテル関連血流感染症患者数（半期）】 ÷ 【3.1.10 患者・日（半期）】 

3.1.17. 解析対象患者数（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の解析対象患者数の合計 

 同一患者・同月の複数回入室の場合は 1件として数える 

 例) 対象期間が 2008 年であり、以下の入退室があった場合を想定する 

 患者 A が 1 月 10 日に入室し 1月 15 日に退室 

 患者 B が 1 月 10 日に入室し 1月 15 日に退室 

 患者 C が 1 月 20 日に入室し 1月 25 日に退室 

 患者 A が 2 月 10 日に入室し 2月 15 日に退室 

 患者 B が 2 月 10 日に入室し 2月 15 日に退室 

 患者 B が 2 月 20 日に入室し 2月 25 日に退室 

 1 月の解析対象患者数は 3人 

 2 月は患者 B が 2度入退室しているが 1人として数えるので解析対象患者数は 2 人 

 よって、対象期間の解析対象患者数は 5人となる 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【3.1.2 解析対象患者数（月間）】の合計 

3.1.18. 集中治療室入室患者数（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に集中治療室に入室した患者数 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の全データの件数 

 【2.2.12 ICU 入室日数】が 3日以内の患者も対象とする。 

 同一患者の複数回入室の場合は全てカウントする 

3.1.19. 培養検査施行患者数（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に培養検査を行った患者数 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【3.1.3 培養検査施行患者数（月間）】の合計 
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3.1.20. 患者・日（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の患者・日の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【3.1.4 患者・日（月間）】の合計 

3.1.21. 人工呼吸器関連肺炎患者数（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の人工呼吸器関連肺炎患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【3.1.5 人工呼吸器関連肺炎患者数（月間）】の合計 

3.1.22. 尿路感染症患者数（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の尿路感染症患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【3.1.6 尿路感染症患者数（月間）】の合計 

3.1.23. カテーテル関連血流感染症患者数（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）のカテーテル関連血流感染症患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【3.1.7 カテーテル関連血流感染症患者数（月間）】の合計 

3.1.24. 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に発生した人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.21 人工呼吸器関連肺炎患者数（年間）】 ÷ 【3.1.20 患者・日（年間）】 × 1000 

3.1.25. 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に発生した尿路感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.22 尿路感染症患者数（年間）】 ÷ 【3.1.20 患者・日（年間）】 × 1000 

3.1.26. カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（年間） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に発生したカテーテル関連血流感染症の 1000 患者・日あたりの発生

割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.23 カテーテル関連血流感染症患者数（年間）】 ÷ 【3.1.20 患者・日（年間）】 

× 1000 

3.1.27. 集計対象医療機関の平均解析対象患者数（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）の解析対象患者数の平均 

 各医療機関の各月毎に、同一患者・同月の複数回入室は 1 件として数える 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【3.1.2 解析対象患者数（月間）】

の合計 ÷ 【2.2.18 集計対象医療機関】の件数 

 小数点第一位で四捨五入し、整数として扱う 

3.1.28. 集計対象医療機関の平均集中治療室入室患者数（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）の集中治療室に入室した患者数の平均 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【3.1.18 集中治療室入室患者数

（年間）】÷ 【2.2.18 集計対象医療機関】の件数 

 小数点第一位で四捨五入し、整数として扱う 
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3.1.29. 集計対象医療機関の患者・日（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）の患者・日の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【3.1.4 患者・日（月間）】の

合計 

3.1.30. 集計対象医療機関の人工呼吸器関連肺炎患者数（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）の人工呼吸器関連肺炎患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【3.1.5 人工呼吸器関連肺炎患

者数（月間）】の合計 

3.1.31. 集計対象医療機関の尿路感染症患者数（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）の尿路感染症患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【3.1.6 尿路感染症患者数（月

間）】の合計 

3.1.32. 集計対象医療機関のカテーテル関連血流感染症患者数（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）のカテーテル関連血流感染症患者数の合計 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【3.1.7 カテーテル関連血流感

染症患者数（月間）】の合計 

3.1.33. 集計対象医療機関の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）に発生した人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日

あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.30 集計対象医療機関の人工呼吸器関連肺炎患者数（年間）】 ÷ 【3.1.29 集計

対象医療機関の患者・日（年間）】 × 1000 

3.1.34. 集計対象医療機関の尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）に発生した尿路感染症の 1000 患者・日あたりの

発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.31 集計対象医療機関の尿路感染症患者数（年間）】 ÷ 【3.1.29 集計対象医療

機関の患者・日（年間）】 × 1000 

3.1.35. 集計対象医療機関のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（年間） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）に発生したカテーテル関連血流感染症の 1000 患

者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.32 集計対象医療機関のカテーテル関連血流感染症患者数（年間）】 ÷ 【3.1.29

集計対象医療機関の患者・日（年間）】 × 1000  
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4. 帳票別仕様書 

4.1. 表紙 

[ 帳票イメージ ]  

形式（横長） 

 

 

 

4.1.1 

4.1.2 

4.1.3 

 
4.1.4 

4.1.5 

4.1.6 

4.1.7 

4.1.8 
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[ 帳票書式 ]   

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

各値 

フォント：メイリオ 

サイズ：18pt 

文字色：黒 

項目名 

フォント：メイリオ 

サイズ：16pt 

文字色：黒 
ページ番号 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 
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[ 算出方法について ] 

4.1.1. 医療機関名 

[ 解説 ] 医療機関名称と医療機関コード 

[ 算出方法 ] 【2.2.16 医療機関】を参照 

4.1.2. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.1.3. データ提出日 

[ 解説 ] データを提出した日 

[ 算出方法 ] 【2.2.1 データ提出日】を参照 

4.1.4. エラー件数 

[ 解説 ] エラー件数 

[ 算出方法 ] 【2.2.3 エラー件数】を参照 

4.1.5. 注意件数 

[ 解説 ] 注意件数 

[ 算出方法 ] 【2.2.4 注意件数】を参照 

4.1.6. 還元情報作成日 

[ 解説 ] 還元情報が作成された日付 

[ 算出方法 ] 【2.2.2 還元情報作成日】を参照 

4.1.7. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関のデータが集計された日付 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.1.8. 集計対象医療機関数 

[ 解説 ] 集計対象医療機関データの集計の対象となった医療機関数 

[ 算出方法 ] 【2.2.18 集計対象医療機関】の件数 
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4.2. 還元表 1 

[ 帳票イメージ ] 

形式（横長） 

グラフの最大値、目盛間隔はグラフごとに自動的に調整される 

 

 

 

 

 

  

4.2.10 
4.2.3 

 

4.2.5 

 

4.2.4 

 

4.2.11 

4.2.6 

4.2.1 

 4.2.1 

 

4.2.7 

4.2.8 4.2.9 
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[ 帳票書式 ] 

  

ページ番号・フッター 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

脚注 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

表タイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

項目名・各値 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

グラフタイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt 

文字色：黒 

グラフ項目名 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt 

文字色：黒 
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[ 算出方法について ] 

4.2.1. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.2.2. 医療機関名 

[ 解説 ] 医療機関名称と医療機関コード 

[ 算出方法 ] 【2.2.16 医療機関】を参照 

4.2.3. 年間解析対象患者数 

[ 解説 ] 対象期間の解析対象患者数を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.17 解析対象患者数（年間）】を参照 

4.2.4. 年間集中治療室入室患者数 

[ 解説 ] 対象期間の集中治療室入室患者数を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.18 集中治療室入室患者数（年間）】を参照 

4.2.5. 集計対象医療機関平均 年間解析対象患者数 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間の解析対象患者数の平均を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.27 集計対象医療機関の平均解析対象患者数（年間）】を参照 

4.2.6. 集計対象医療機関平均 年間集中治療室入室患者数 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間の集中治療室入室人数の平均を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.28 集計対象医療機関の平均集中治療室入室患者数（年間）】を参照 

4.2.7. 集計対象医療機関数 

[ 解説 ] 集計対象医療機関データの集計の対象となった医療機関数 

[ 算出方法 ] 【2.2.18 集計対象医療機関】の件数 

4.2.8. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.2.9. 自施設集計日 

[ 解説 ] 自施設の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.6 自施設集計日】を参照 

 

[ 箱髭図 ] 

構成要素：全体の各医療機関の算出値の分布を表す 

プロット：自施設の算出値を表す 

箱髭図の詳細については、別紙参照 
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4.2.10. 箱髭図 集計医療機関の年間解析対象患者数の分布 

 構成要素 各医療機関の解析対象患者数の分布 

[ 解説 ] 対象期間の各医療機関の解析対象患者数 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【3.1.17 解析対象患者数（年間）】を算出 

 プロット 自施設の解析対象患者数 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の解析対象患者数 

[ 算出方法 ] 【3.1.17 解析対象患者数（年間）】を参照 

 

[ グラフ ] 

4.2.11. グラフ 年間解析対象患者数の分布 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の解析対象患者数別に施設数を表示 

[ 算出方法 ] 縦軸：グラフの最大値、目盛間隔は自動的に調整される 

横軸：20 刻みで [0～20],[21～40],[41～60]… [781～800]まで項目を表示する 

【3.1.17 解析対象患者数（年間）】が 800 を超える施設がある場合は、[801～]

の項目を右端に追加する 

 

【2.2.18 集計対象医療機関】を対象に、【3.1.17 解析対象患者数（年間）】が横軸の数

値の範囲である施設の数をそれぞれ算出する 
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4.3. 還元表 2 

[ 帳票イメージ ] 

形式（横長） 

グラフの最大値、目盛間隔はグラフごとに自動的に調整される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3.3 

 4.3.4 

 4.3.5 

 

4.3.1
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4.3.9 

4.3.8 

4.3.1 

 4.3.1 
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[ 帳票書式 ] 

  

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

帳票タイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

脚注 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

フッター 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

項目名、各値 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt 

文字色：黒 

項目名、各値（該当年） 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt（太字） 

文字色：黒 

項目名（期間） 

フォント：メイリオ 

サイズ：8pt 

文字色：黒 

グラフ項目名 

フォント：メイリオ 

サイズ：8pt 

文字色：黒 



集中治療室（ICU）部門 仕様確認書 － 還元情報（年報）－ 

－ 42 － 

[ 算出方法について ] 

表示期間は、対象年の上半期・下半期分と過去 4年分を合わせた 10 期分を表示する 

対象期間については、太字で表示する 

4.3.1. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間を表示 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.3.2. 自施設名 

[ 解説 ] 自施設名を表示 

[ 算出方法 ] 自施設の【2.2.21 医療機関名】を参照 

4.3.3. 感染症患者数 

[ 解説 ] 各期間の感染症患者数を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.8 感染症患者数（半期）】を参照 

4.3.4. 解析対象患者数 

[ 解説 ] 各期間の解析対象患者数を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.9 解析対象患者数（半期）】を参照 

4.3.5. 患者・日 

[ 解説 ] 各期間の患者・日を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.10 患者・日（半期）】を参照 

4.3.6. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.3.7. 自施設集計日 

[ 解説 ] 自施設の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.6 自施設集計日】を参照 

 

 [ グラフ ] 

4.3.8. グラフ 感染症患者数 

[ 解説 ] 各期間の感染症患者数を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.8 感染症患者数（半期）】を参照 

4.3.9. グラフ 解析対象患者数 

[ 解説 ] 各期間の月間解析対象患者数を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.9 解析対象患者数（半期）】を参照 
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4.3.10. グラフ 患者・日 

[ 解説 ] 各期間の月間患者・日を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.10 患者・日（半期）】を参照 
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4.4. 還元表 3 

[ 帳票イメージ ] 

形式（横長） 

グラフの最大値、目盛間隔はグラフごとに自動的に調整される 
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 4.4.4 
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4.4.8 

4.4.1 

 4.4.1 

 

4.4.6 4.4.7 
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[ 帳票書式 ] 

  

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

帳票タイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

脚注 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

フッター 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

項目名、各値 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt 

文字色：黒 

項目名、各値（該当年） 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt（太字） 

文字色：黒 

グラフ項目名 

フォント：メイリオ 

サイズ：9pt 

文字色：黒 
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[ 算出方法について ] 

表示期間は、対象年の上半期・下半期分と過去 4年分を合わせた 10 期分を表示する 

対象期間については、太字で表示する 

4.4.1. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間を表示 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.4.2. 自施設名 

[ 解説 ] 自施設名を表示 

[ 算出方法 ] 自施設の【2.2.21 医療機関名】を参照 

4.4.3. 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 各期間の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.14 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（半期）】を参照 

4.4.4. 尿路感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 各期間の尿路感染症発生率（/1000 患者・日）を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.15 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（半期）】を参照 

4.4.5. カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 各期間のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.16 カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（半期）】を参照 

4.4.6. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.4.7. 自施設集計日 

[ 解説 ] 自施設の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.6 自施設集計日】を参照 

 

 [ グラフ ] 

4.4.8. グラフ 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 各期間の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.14 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（半期）】を参照 

4.4.9. グラフ 尿路感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 各期間の尿路感染症発生率（/1000 患者・日）を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.15 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（半期）】を参照 
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4.4.10. グラフ カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 各期間のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）を表示 

[ 算出方法 ] 【3.1.16 カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（半期）】を参照 
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4.5. 還元表 4 

[ 帳票イメージ ] 

形式（横長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.5.3 

4.5.4 

4.5.5 

4.5.7 

4.5.8 

4.5.10 

4.5.9 

4.5.13 

4.5.14 

4.5.16 

4.5.15 

4.5.2 

4.5.1 

4.5.6 

4.5.11 4.5.12 
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[ 帳票書式 ] 

  

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

帳票タイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

項目名・各値 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

脚注 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

フッター 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 
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[ 算出方法について ] 

4.5.1. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間を表示 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.5.2. 自施設名 

[ 解説 ] 自施設名を表示 

[ 算出方法 ] 自施設の【2.2.21 医療機関名】を参照 

4.5.3. 患者・日 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の患者・日の合計 

[ 算出方法 ] 【3.1.20 患者・日（年間）】を参照 

4.5.4. 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に発生した人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.24 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照 

4.5.5. 尿路感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に発生した尿路感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.25 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照 

4.5.6. カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 対象期間（年間）に発生したカテーテル関連血流感染症の 1000 患者・日あたりの発生

割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.26 カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照 

4.5.7. 集計対象医療機関 患者・日 平均 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の患者・日の平均 

[ 算出方法 ] 【3.1.29 集計対象医療機関の患者・日（年間）】 ÷ 【2.2.18 集計対象医療機関】の

件数 

4.5.8. 全体の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）に発生した人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日

あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.33 集計対象医療機関の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（年間）】

を参照 

4.5.9. 全体の尿路感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）に発生した尿路感染症の 1000 患者・日あたりの

発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.34 集計対象医療機関の尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照  



集中治療室（ICU）部門 仕様確認書 － 還元情報（年報）－ 

－ 51 － 

4.5.10. 全体のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の対象期間（年間）に発生したカテーテル関連血流感染症の 1000 患

者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.35 集計対象医療機関のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（年

間）】を参照 

4.5.11. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.5.12. 自施設集計日 

[ 解説 ] 自施設の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.6 自施設集計日】を参照 

 

 [ 箱髭図 ] 

構成要素：全体の各医療機関の算出値の分布を表す 

プロット：自施設の算出値を表す 

箱髭図の詳細については、別紙参照 

4.5.13. 箱髭図 患者・日 

 構成要素 各医療機関の患者・日の分布 

[ 解説 ] 年間の各医療機関の患者・日 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【3.1.20 患者・日（年間）】を算出 

 プロット 自施設の患者・日 

[ 解説 ] 年間の自施設の患者・日 

[ 算出方法 ] 【3.1.20 患者・日（年間）】を参照 

4.5.14. 箱髭図 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日） 

 構成要素 各医療機関の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）の分布 

[ 解説 ] 年間の各医療機関の人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【3.1.24 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）

（年間）】を算出 

 プロット 自施設の人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 年間の自施設の人工呼吸器関連肺炎の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.24 人工呼吸器関連肺炎発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照 
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4.5.15. 箱髭図 尿路感染症発生率（/1000 患者・日） 

 構成要素 各医療機関の尿路感染症発生率（/1000 患者・日）の分布 

[ 解説 ] 年間の各医療機関の尿路感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【3.1.25 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（年間）】

を算出 

 プロット 自施設の尿路感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 年間の自施設の尿路感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.25 尿路感染症発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照 

4.5.16. 箱髭図 カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日） 

 構成要素 各医療機関のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）の分布 

[ 解説 ] 年間の各医療機関のカテーテル関連血流感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【3.1.26 カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・

日）（年間）】を算出 

 プロット 自施設のカテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日） 

[ 解説 ] 年間の自施設のカテーテル関連血流感染症の 1000 患者・日あたりの発生割合 

[ 算出方法 ] 【3.1.26 カテーテル関連血流感染症発生率（/1000 患者・日）（年間）】を参照 
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4.6. 還元表 5 

[ 帳票イメージ ] 

形式（横長） 

下記 3種類の表を作成する 

・人工呼吸器関連肺炎について集計した表 

・尿路感染症について集計した表 

・カテーテル関連血流感染症について集計した表 

 

Coagulase-negative staphylococci (CNS) が出た場合は、脚注として[S.epidermidis(菌名コード：

1312)と報告された菌は除く]と表示される 

 

カテーテル関連血流感染症の場合は「菌分離なし」の行と、「培養検査なし」の行は表示しない 

 

 

 

 

 

4.6.5 

4.6.6 

4.6.7 

4.6.4 

4.6.13 

4.6.14 

4.6.15 

4.6.12 

4.6.1 

4.6.9 

4.6.18 

4.6.17 4.6.3 

4.6.8 

4.6.11 

4.6.16 

4.6.19 

4.6.1 

4.6.10 

4.6.20 4.6.21 
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[ 帳票書式 ] 

  

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

帳票タイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

ページ番号・フッター 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

脚注 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

表列名 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

表 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt(赤枠内 12pt) 

文字色：黒 
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[ 算出方法について ]  

【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】が「1301」（Staphylococcus aureus）の場合、【2.2.26 薬剤判定

結果】によって原因菌を分類する 

「S」の場合は、「1304」（Staphylococcus aureus （MSSA））とする 

「R」の場合は、「1303」（Staphylococcus aureus （MRSA））とする 

上記以外の判定結果になるか、または「MPIPC」による判定を行っていない場合は、 

「1301」（Staphylococcus aureus （感受性試験結果不明））とする 

※現在の入力支援ソフトには原因菌の薬剤判定結果の入力欄がないため、本仕様は入力支援ソフトを 

  使わずに提出データを作成した場合にのみ適用される 

4.6.1. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間を表示 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.6.2. 自施設名 

[ 解説 ] 自施設名を表示 

[ 算出方法 ] 自施設の【2.2.21 医療機関名】を参照 

4.6.3. 感染症別名 

[ 解説 ] 各感染症別名 

表示内容は以下の 3 種類 

・人工呼吸器関連肺炎 

・尿路感染症 

・カテーテル関連血流感染症 

[ 算出方法 ] 【2.2.22 感染症別】を参照 

4.6.4. 感染症別 分離頻度上位 5 菌種の各件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の各原因菌分離菌数において、多いものから上位 5菌種の各

菌数 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】の件数の多い原因菌から

上位 5菌種を表示 

4.6.5. 感染症別 その他の菌件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の各原因菌分離菌数において、6位以下の菌種の合計数 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

 菌種が 5 種類以下の場合、0件となる 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】の件数の 6位以下を合計

して表示 

4.6.6. 感染症別 菌分離なし件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の菌分離なし件数 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.24 感染症別ごとの菌分離の有無】が「2」(無し)の件数
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を表示 

 

4.6.7. 感染症別 合計件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の原因菌分離菌数と菌分離なし件数の合計。カテーテル関連

血流感染症の場合は、対象期間（年間）の自施設の原因菌分離菌数。 

[ 算出方法 ] ・人工呼吸器関連肺炎、尿路感染症の場合 

対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】の全原因菌の件数の合

計 

＋【4.6.6 感染症別 菌分離なし件数】 

・カテーテル関連血流感染症の場合 

対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.23 感染症別ごとの各原因菌】の全原因菌の件数の合

計 

4.6.8. 感染症別 培養検査なし件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の培養検査なし件数 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.25 感染症別ごとの培養検査の有無】が「2」(培養検査

無し)の件数を表示 

4.6.9. 感染症別 分離頻度上位 5 菌種の各割合 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の各原因菌分離菌数において、多いものから上位 5菌種の各

菌数の、合計件数に占める割合（％） 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

[ 算出方法 ] 【4.6.4 感染症別 分離頻度上位 5菌種の各件数】 ÷ 【4.6.7 感染症別 合計件数】 × 

100 

4.6.10. 感染症別 その他の菌割合 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の各原因菌分離菌数において、6 位以下の菌種の合計数の、

合計件数に占める割合（％） 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

 菌種が 5 種類以下の場合、0.0％となる 

[ 算出方法 ] 【4.6.5 感染症別 その他の菌件数】 ÷ 【4.6.7 感染症別 合計件数】 × 100 

4.6.11. 感染症別 菌分離なし割合  

[ 解説 ] 対象期間（年間）の自施設の菌分離なし件数の、合計件数に占める割合（％）。ただし、

カテーテル関連血流感染症は割合を算出しない。 

[ 算出方法 ] 【4.6.6 感染症別 菌分離なし件数】 ÷ 【4.6.7 感染症別 合計件数】 × 100 

4.6.12. 集計対象医療機関 感染症別 分離頻度上位 5 菌種の各件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の各原因菌分離菌数において、多いものから上位

5 菌種の各菌数 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【2.2.23 感染症別ごとの各原
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因菌】の件数の多い原因菌から上位 5菌種を表示 

 

4.6.13. 集計対象医療機関 感染症別 その他の菌件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の各原因菌分離菌数において、6位以下の菌種の

合計数 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

 菌種が 5 種類以下の場合、0件となる 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【2.2.23 感染症別ごとの各原

因菌】の件数の 6位以下を合計して表示 

4.6.14. 集計対象医療機関 感染症別 菌分離なし件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の菌分離なし件数 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【2.2.24 感染症別ごとの菌分

離の有無】が「2」(無し)の件数を表示 

4.6.15. 集計対象医療機関 感染症別 合計件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の原因菌分離菌数と菌分離なし件数の合計。カテ

ーテル関連血流感染症の場合は、対象期間（年間）の集計対象医療機関の原因菌分離菌

数。 

[ 算出方法 ] ・人工呼吸器関連肺炎、尿路感染症の場合 

対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【2.2.23 感染症別ごとの各

原因菌】の全原因菌の件数の合計 

＋【4.6.14 集計対象医療機関 感染症別 菌分離なし件数】 

・カテーテル関連血流感染症の場合 

対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【2.2.23 感染症別ごとの各

原因菌】の全原因菌の件数の合計 

4.6.16. 集計医療機関 感染症別 培養検査なし件数 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の培養検査なし件数 

[ 算出方法 ] 対象期間（12 ヶ月分）の【2.2.18 集計対象医療機関】の【2.2.25 感染症別ごとの培養

検査の有無】が「2」(培養検査無し)の件数を表示 

4.6.17. 集計対象医療機関 感染症別 分離頻度上位 5 菌種の各割合 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の各原因菌分離菌数において、多いものから上位

5 菌種の各菌数の、合計件数に占める割合（％） 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

[ 算出方法 ] 【4.6.12 集計対象医療機関 感染症別 分離頻度上位 5菌種の各件数】 ÷ 【4.6.15 集

計対象医療機関 感染症別 合計件数】 × 100 
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4.6.18. 集計対象医療機関 感染症別 その他の菌割合 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の各原因菌分離菌数において、6位以下の菌種の

合計数の、合計件数に占める割合（％） 

 尚、同数の計上の菌があった場合、菌名の昇順で優先して順位を設定する 

 菌種が 5 種類以下の場合、0.0％となる 

[ 算出方法 ] 【4.6.13 集計対象医療機関 感染症別 その他の菌件数】 ÷ 【4.6.15 集計対象医療機

関 感染症別 合計件数】 × 100 

4.6.19. 集計対象医療機関 感染症別 菌分離なし割合 

[ 解説 ] 対象期間（年間）の集計対象医療機関の菌分離なし件数の、合計件数に占める割合（％）。

ただし、カテーテル関連血流感染症は割合を算出しない。 

[ 算出方法 ] 【4.6.14 集計対象医療機関 感染症別 菌分離なし件数】 ÷ 【4.6.15 集計対象医療機

関 感染症別 合計件数】 × 100 

4.6.20. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.6.21. 自施設集計日 

[ 解説 ] 自施設の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.6 自施設集計日】を参照 
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4.7. 還元表 6 

[ 帳票イメージ ] 

形式（横長）  

下記 2種類の表を作成する 

・MRSA が分離された患者について集計した表 

・Pseudomonas aeruginosa が分離された患者について集計した表 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.7.4 

4.7.6 

4.7.5 

4.7.7 

4.7.9 

4.7.8 

4.7.12 

4.7.14 

4.7.13 

4.7.1 

4.7.1 

4.7.3 

4.7.10 4.7.11 
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[ 帳票書式 ] 

  
ページ番号・フッター 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

脚注 

フォント：メイリオ 

サイズ：10pt 

文字色：黒 

表 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

帳票タイトル 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 

ヘッダー 

フォント：メイリオ 

サイズ：12pt 

文字色：黒 
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[ 算出方法について ] 

【2.2.27 対象菌】毎に表を作成する 

4.7.1. 対象期間 

[ 解説 ] 集計対象となった期間を表示 

[ 算出方法 ] 【2.2.14 対象期間】を参照 

4.7.2. 自施設名 

[ 解説 ] 自施設名を表示 

[ 算出方法 ] 自施設の【2.2.21 医療機関名】を参照 

4.7.3. 対象菌名 

[ 解説 ] 集計対象の対象菌名を表示 

[ 算出方法 ] 【2.2.27 対象菌】を参照 

4.7.4. 人工呼吸器関連肺炎 対象菌の分離患者数 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の人工呼吸器関連肺炎の対象菌の分離患者数 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.27 対象菌】が分離された【3.1.5 人工呼吸器関連肺炎患

者数（月間）】の合計 

4.7.5. 尿路感染症 対象菌の分離患者数 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の尿路感染症の対象菌の分離患者数 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.27 対象菌】が分離された【3.1.6 尿路感染症患者数（月

間）】の合計 

4.7.6. カテーテル関連血流感染症 対象菌の分離患者数 

[ 解説 ] 対象期間の自施設のカテーテル関連血流感染症の対象菌の分離患者数 

[ 算出方法 ] 対象年（12 ヶ月分）の【2.2.27 対象菌】が分離された【3.1.7 カテーテル関連血流感

染症患者数（月間）】の合計 

4.7.7. 人工呼吸器関連肺炎における対象菌の分離患者割合 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の人工呼吸器関連肺炎の対象菌の分離患者数の、培養検査施行患者数

に占める割合（％） 

[ 算出方法 ] 【4.7.4 人工呼吸器関連肺炎 対象菌の分離患者数】 ÷ 【3.1.19 培養検査施行患者数

（年間）】 × 100 

4.7.8. 尿路感染症における対象菌の分離患者割合 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の尿路感染症の対象菌の分離患者数の、培養検査施行患者数に占める

割合（％） 

[ 算出方法 ] 【4.7.5 尿路感染症 対象菌の分離患者数】 ÷ 【3.1.19 培養検査施行患者数（年間）】 

× 100 
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4.7.9. カテーテル関連血流感染症における対象菌の分離患者割合 

[ 解説 ] 対象期間の自施設のカテーテル関連血流感染症の対象菌の分離患者数の、培養検査施行

患者数に占める割合（％） 

[ 算出方法 ] 【4.7.6 カテーテル関連血流感染症 対象菌の分離患者数】 ÷ 【3.1.19 培養検査施行

患者数（年間）】 × 100 

4.7.10. 全体集計日 

[ 解説 ] 集計対象医療機関の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.5 全体集計日】を参照 

4.7.11. 自施設集計日 

[ 解説 ] 自施設の集計日 

[ 算出方法 ] 【2.2.6 自施設集計日】を参照 

 

[ 箱髭図 ] 

構成要素：全体の各医療機関の算出値の分布を表す（各感染症の培養検査を行っていない医療機関は分

布から除かれる） 

プロット：自施設の算出値を表す（各感染症の培養検査施行件数が 0 件の場合はプロットを表示しない） 

箱髭図の詳細については、別紙参照 

4.7.12. 箱髭図 人工呼吸器関連肺炎における対象菌の分離患者割合 

 構成要素 各医療機関の人工呼吸器関連肺炎における対象菌の分離患者割合の分布 

[ 解説 ] 対象期間の各施設の人工呼吸器関連肺炎の対象菌の分離患者数の、培養検査施行患者数

に占める割合（％） 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【4.7.7 人工呼吸器関連肺炎における対象菌の分離患者割

合】を算出 

 プロット 自施設の人工呼吸器関連肺炎における対象菌の分離患者割合 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の人工呼吸器関連肺炎の対象原因菌の分離患者数の、培養検査施行患

者数に占める割合（％） 

[ 算出方法 ] 【4.7.7 人工呼吸器関連肺炎における対象菌の分離患者割合】を参照 

4.7.13. 箱髭図 尿路感染症における対象菌の分離患者割合 

 構成要素 各医療機関の尿路感染症における対象菌の分離患者割合の分布 

[ 解説 ] 対象期間の各施設の尿路感染症の対象菌の分離患者数の、培養検査施行患者数に占める

割合（％） 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【4.7.8 尿路感染症における対象菌の分離患者割合】を算

出 

 プロット 自施設の尿路感染症における対象菌の分離患者割合 

[ 解説 ] 対象期間の自施設の尿路感染症の対象菌の分離患者数の、培養検査施行患者数に占める

割合（％） 

[ 算出方法 ] 【4.7.8 尿路感染症における対象菌の分離患者割合】を参照 
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4.7.14. 箱髭図 カテーテル関連血流感染症における対象菌の分離患者割合 

 構成要素 各医療機関のカテーテル関連血流感染症における対象菌の分離患者割合の分布 

[ 解説 ] 対象期間の各施設のカテーテル関連血流感染症の対象菌の分離患者数の、培養検査施行

患者数に占める割合（％） 

[ 算出方法 ] 【2.2.19 各医療機関】ごとに【4.7.9 カテーテル関連血流感染症における対象菌の分離

患者割合】を算出 

 プロット 自施設のカテーテル関連血流感染症における対象菌の分離患者割合 

[ 解説 ] 対象期間の自施設のカテーテル関連血流感染症の対象菌の分離患者数の、培養検査施行

患者数に占める割合（％） 

[ 算出方法 ] 【4.7.9 カテーテル関連血流感染症における対象菌の分離患者割合】を参照 




